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 第 1 章では母娘関係に関連する諸研究の概観から、愛着や世代間伝達、アイデン
ティティといった従来の心理学研究の現状を確認し、また母娘関係に葛藤を抱えた
クライエントとの臨床実践に基づく研究状況についても言及している。 
 第 2章では Jungの分析心理学的な観点から見た母娘関係にかかわる諸研究を吟味
検討し、次にフェミニズムの観点から母娘関係にかかわる諸問題について、Hirsch
（1989/1992）を援用しつつ、女性の発達という観点から議論している。 
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供の側の「出自を知る権利」といった諸問題についても、臨床心理学的に考察すべ
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令和 2 年 1 月 28 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合
格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、（期間未定）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。  
 
 
 
 
